
カッパ皿型2号機の航勘
　　　　　　　　「1「．安肝究牢〕

と追跡装置

発射方向1ンチャー．）i，　11．31UよM．　W．

使用したカメラ
　P・2Q　航艘．「ll　Zeiss　製　　 1冥B〕

　レンズ：焦点距巽20Cmm　TOP〔）gon，　f：5，6

　1虹L自レ1’1去：3ecm×30cm

使用したフイルム

　Kodak　Super　XX，　Aerographic　filni

撮影堆点

う　1皇亦装首

ランチャー方．」より南方へ約ge°

　1，400mの地点
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カッパ皿型3号機の舟1〔跡
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合　中央観測点追跡装置

　　手前に見えるハンドルはfl劇叩戸

　　ドル，また二つある望遠鏡はで

　　および）j’］角用である．

回転シヤ

固定小型

倉　南観測点追跡装置

南観測点における250mm
Tessarレンズ付固定力メ

ラシャッタは1秒岡1回転
3i4秒闊露出，114秒間閉鎖

カメラ班（植村研究室）の光学的追跡装置群

中央観測点305mm　Aero・

Ektor固定力メラ

シャ7タは4秒1回転で1
秒間露出，3秒間閉鎖

南観測点における200mm　Topogon付固定力メラ　◇
シャッタは1：秒［．1］1匝［転，li2秒賜蕗出，1，i2秒［珊閉鎖

奪　中央観測点に

　おける100mm
　Topogon付固
　定力メラ
　シマ．ンタは1J，／

　1司1［可転で　 ユi2

　秒間露出，　1，S2

　矛「・［ij閉鎖，

会　ロケット撮影用として特に設計，製作された

　　セクタ・フレーム・カメラ（次頁参照〕

　　フイルム装填中のところ，



カッパll型1号機の発射瞬間
一セクタ・フレーム・カメラによる一

6

セクタ・フレーム・カメラ〔ロケット撮影

用扇形画面特殊撮影機で，本所植村研究室

の考案試作品｝で撮影した写真｛カメラつ

務造は沢頁別図参照：

撮1L三速度雇秒25コマ，露出時1’11，，1000

秒，180mm．　f　4，5レンズ，開放，赤色フ

ィルタ吏用，ロケ．アトをランチャー発珪直

後より1．5秒間とらえている．撮影住置は

馬速度カメラ観測点［ランチャー南方342
111〕である．

1Pti　fi中喫下より左上方に向って上空へ飛し

ょう中のロケットがみられる，

令　セクタ・フレーム・カメラ外観
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モータ
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シヤ’甥がラ又　　　シャッダ　　シャッダ作動用マグ．ネッ

@　　　　フィルム制動桿

倉　セクタ・フレーム・カメラ構造図

円板

　命　セクタ・フレーム・カメラで撮影した写真
撮影速度毎秒10コマ！秒，露出時間lfleOO秒，135mm，　f・4．5

レンズ，開放，赤色フィルタ使用，ランチャー後方73mの地
点で撮影，ランチャー発進直後より上昇中のロケットを1．8秒

間と」Pえている・

　セクタ・フレーム・カメラ（Sector　Frame　Camera）

　　　　　　　　　　について

　レンズから入った光が，レンズ取付［t用暗笛内に入り，この光が

大．ぎい暗芋…「「の扇形固定スリットを週ろ．暗箱内1こ入った光は，高速

回転する1］i形スリVト付同転シャッタによって，露出が制艮きれる

この扇形スリ．7卜付回転シャッタの背後にガラス円板（透明のもの）

とアルミニウム円板とによって押えられた円形感光膜に露出される

冊1ラ感光．膜は，ガラス円板およびアレミ＝ウム円板と同体で，共に

ゆっくりと回転する．この間に回転シャッタによって次々に露出さ

れ，感光膜翁周にわたって鼠lf3にダ出され，この部分に高速度飛し

よう俸の手昌影がなされるのである・



　　　　　　　　　　　　　　カッパ皿型1．号機の飛しょう軌跡

　　　　　　　　　　　　　　一35mm　Bell＆Howell撮影機による一
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カッパ岨型2．号機の飛しょう状況

一Fastax高速度力メラ150mmレンズ使用）－
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◎　中央観測点回転シャッタ付広角固定カメラによる

　　　　カッパIII型2号機の飛しょう軌跡
305mrn　Aero　Elttor　レンズで拍i：，Lf’も’〕一「・室，る．　カメラレ
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Lてちり，そのた

」、・　南観測点回転シャッタ

　　付広角固定カメラによ

　　るカッパIII型2号機
　　　の飛しょう軌跡
　　T〔legon　 200mm，　 f；

　　6．5レンズホニ1．　t　 し

　　た　 脚． ｲ　．ξ． ブTtラ

　　訂1．IIl二記した11［1．，ノ．1・．’

　　タは，　「1　　と　180：　で1
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争　南観測点回転シャッタ

　　付広角固定カメラによ

　　るカッパIII型3号機
　　　の飛しょう軌跡
　　Topegon　200mm，　f：

　　6，5レンズに．kDf　し

　　たむのでする．　シ、・ッタ

　　llrT　Fi］唆ご315s 1’

ｵ1石」

　　「II司転に虹り訴出した
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①イクナイタ点．．）11

㊤）老．計後1，．24秒，　ブ．一スタ

　．献”t「荊始

カッパ皿型3号機の追跡
35mm　Bell　and　Howel璽撮影機、Nikkor　180mm　f：2，5レンズ付．1

　　　を使用した力・ソバIII型3号機の発射付近の状況

（璽〕．E・1’i後　2ド24　沙

①発月・後324袖，ランチャー
　．』　 v　 嫡t／　il　」
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⑥発射後5，，24秒

’i’彊」㌃後6，24秒野曳1．1Li：よf乏も」モ

　くなり，24mに達している．

φ発謁後724秒
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　　　中央観測点におけるカッパIII型1号機の飛しょう追跡

命　　｝　t　1．60　Tb　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発蔓t｛麦　 10．52　i↓

　　　中央観測点回転シャッタ付広角固定カメラによるカッパIil型3号機の飛しょう軌跡

Topogon　100mm　f；6，3　レンズに幽tll　　したt”　1で，　ン・　ンタ閉自蓮を　90［・とL，　4秒1「司1戸、、にて露山した．


